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0章
• P. 1,l.10↑: ‘を’ を削除.

• P.3,l.12: ‘すなわち’ 削除.

1章
• P.6,l.12↑:b ≥ x → b ≤ x.

• P.6,l.9↑: …といい… → …と呼び….

• P.11,l.11: x ∈ Ω → x0 ∈ Ω

• P. 29, l. 7↑:‘…計算するとことにより’ → ‘計算することにより’.

• P.31, l. 11: ‘…を満たす.’→ ‘…を満たす. ここで (1.15)の両辺の積分は 2次元の円内
(BR(0)などでの積分である.’

2章

• P.38, l. 1↑: ... =
∞∑

k,j=1

Rk
j → ... =

∞∑
k,j=1

|Rk
j |

• P.40, l. 10: 測度であることを… → 集合が可測であることや, 正値写像が測度であるこ
とを…

• P.46,l.3↑:

· · · = 2
∞∑
q=1

1

pα−1
< ∞. −→ · · · = 2

∞∑
q=1

1

qα−1
< ∞.

• P.49,l.12↑: = {y ∈ E+a; y ∈ A} = (E+a)∩A → = {y ∈ E − a; y ∈ A} = (E − a)∩A.

• P.49,l.10↑: = {y ∈ E+a; y ̸∈ A} = (E+a)∩Ac → = {y ∈ E − a; y ̸∈ A} = (E − a)∩A.

• P.49,l.7↑: = µ∗((E + a) ∩A
)
+ µ∗((E + a) ∩Ac

)
≤ µ∗(E + a)

→ = µ∗((E − a) ∩A
)
+ µ∗((E − a) ∩Ac

)
≤ µ∗(E − a)
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• P.49,l.7↑: µ∗(E + a) = µ∗(E) → µ∗(E − a) = µ∗(E)

• P.49,l.2↑: 測度の定義から → 測度の定義から aを−aに取り直して (赤字を追加).

• P.49,l.2↑: inf
{ ∞∑

k=1

Rk;…→ inf
{ ∞∑

k=1

|Rk|; ….

• P.50,l.8↑: = {x ∈ OωE; y ∈ A} = (OωE)∩A,→ = {x ∈ O−1
ω E; y ∈ A} = (O−1

ω E)∩A,

• P.50,l.6↑: = {x ∈ (OωE); y ̸∈ A} = (OωE) ∩Ac,
→ = {x ∈ O−1

ω E; y ̸∈ A} = (O−1
ω E) ∩Ac,

• P.50,l.5↑: ‘これと (2.7)から...’ → ‘これと (2.7)および O−1
ω = O−ω から

• P.51,l.4: …{a ∈ ℓ∞; |a − ek| < δ} を…. → …{a ∈ ℓ∞; ∥a− ek∥ℓ∞ < δ} を…ただし
∥a∥ℓ∞ ≡ supk |ak| は ℓ∞のノルム

3章
• P.54,l.4↑:乃至上半レベル集合→ の上半レベル集合
• P.57,l.12↑:(5) (iii)　より…(iv) より…→ …(3) より…. (4) より
• P.58,l.9↑:

· · · = −
∫ ∞

0
µf (λ)dλ → · · · = −

∫ ∞

0
µ(−f)(λ)dλ

• P.61,l.3,4: ϕn(x) → ϕ(x), 3箇所.

• P.61,l.7: µ(Eϕn(λ)) → µ(Eϕ(λ))

• P.63,l.13: ‘f(x) ≥ 0 をと仮定...’ → ‘f(x) ≥ 0 を仮定...’

• P.66,l.1: Ef−(λ) = {x ∈ E; f+(x) > λ} → Ef−(λ) = {x ∈ E; f−(x) > λ}

4章
• P.80, l.7: as n → 0 → (n → 0).

• P.83, l.4: Caushy 列 → Cauchy 列
• P.84, l. 8:

· · ·+
∞∑
k=1

∫
Ω
|fnk

(x)− fnℓ
(x)|dµ(x) → · · ·+

∞∑
k=1

∫
Ω
|fnk+1

(x)− fnk
(x)|dµ(x)

• P.84, l. 11: |fnk+1
(x)− fn−k(x)| は各 x ∈ Ω で絶対収束する.

→ |fnk+1
(x)− fnk

(x)| はほとんどいたるところの x ∈ Ω で収束する.
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5章
• P.97, l.8; … でいある. → …である. (い を削除).

6章
• P.110, l.8; M1 ×M2 → L.

• P.110,l.13; K ∈ K → K ∈ F .

• P.111, l.3: 難しいほうを考える. → 難しいほうすなわち単調減少列のほう を考える.

• P.111,l.4-; 以下の文章を追加: 以下では直積空間の可測集合L (Borel 可測集合) をM1×
M2, 直積速度 µを µ1 ⊗ µ2と表すことにする.

7章
• P.117, l.14-; εは s任意にとれて... → εは任意にとれて... sを削除.

• P.120, l.3; = ν(E) → ≤ ν(E).

• P.120, l.9-; 分解の証明. δ(E) = ν(E)− Φ(E)と... → 分解の証明. 任意の E ⊂ Ω に対
して δ(E) = ν(E)− Φ(E)と...

• P.121, l. 4↑: 命題 7.4 中の (7.7)式で
∞∑
k=1

→
N∑
k=1

• P.122, l. 4: (7.8) 式中の
∞∑
k=1

→
N∑
k=1

(2カ所).

• P.131, l. 13: 定理 7.9 の中, ‘ある絶対連続’→ ‘ある有界変動’.

8章
• P.137, l.10↑:Minkovski → Minkowski. 2行下と p.139 最後の行も.

• P.138, l.2↑:

... ·
(∫

Ω
∥f(y)∥p

L1
µ
dν(y)

) p−1
p → ... ·

(∫
Ω′

∥f(y)∥p
L1
µ
dν(y)

) p−1
p

• P. 138, 欄外の脚注 (3) Carathodory → Caratheódory.

• P.142, l.8-: R > 0が存在して…. → 十分大きなR > 0が存在して…

3



• P.142, l.7↑: (∫
BR

|f(x)|pdx
)1/p

< ε −→

(∫
Bc

R

|f(x)|pdx

)1/p

< ε

• P.142, l.5-:(8.7)式;

· · · =
∫
BR

|f(x)|pdx > ε0 −→ · · · =
∫
Bc

R

|f(x)|pdx > ε0

• P.142, 脚注 4) l.3: Friedrixchs → Friedrichs.

• P.143, l.5: 以下の文章を挿入; ‘ここで fk(x) ≡ ρk ∗ f̃k(x) とおく. ただし　 ∗ は p.142の
合成積を表す.’

• P.149, l.12↑ 13↑:

≤ε+ µ
(
{x; |fn(x)| > m}

)
<ε+

supn ∥fn∥1
m

< 2ε

−→
≤ε+mµ

(
{x; |fn(x)| > m}

)
<ε+

m sup
n

∥fn∥L1({x;|fn(x)|>m})

m
< 2ε

9章
• P.161,l.9:‘以下に示すように…’→ ‘以下に示すように sup µ(Brλ) < ∞ならば...’

• P.162, l.12↑: (1) f ∈ L1
locならば… → f ∈ L1ならば…

• P. 163, l.3↑: ‘…⊂ {x;M [f1](x) + λ/2 > t}’ → ‘…⊂ {x;M [f1](x) + λ/2 > λ}’

• P.164, l.7-l.10: この部分を取り出して∫ ∞

λ/2
µf (σ)dσ =

∫ ∞

λ/2

∫
Rn

χ{|f(x)|>σ}(σ, x)dxds

=

∫ ∞

λ/2

∫
Ef (λ/2)

χ{|f(x)|>σ}dxdσ

=

∫ ∞

0

∫
Ef (λ/2)

χ{|f(x)|−λ/2>τ}dxdτ

=

∫
Ef (λ/2)

(|f(x)| − λ

2
)dx =

∫
Ef (λ/2)

|f(x)|dx− λ

2
µf

(λ
2

)
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に留意して,

∥M [f ]∥pp =p

∫ ∞

0
λp−1µM [f ](λ)dλ

≤p

∫ ∞

0
λp−1

(2A
λ

∫
Ef (λ/2)

|f(x)|dx
)
dλ

(ここで上の等式を用いれば)

=2pA

∫ ∞

0
λp−2

(λ
2
µf

(λ
2

)
+

∫ ∞

λ/2
µf (σ)dσ

)
dλ

=2p−1pA

∫ ∞

0
(
λ

2
)p−1µf

(λ
2

)
dλ+ 2pA

∫ ∞

0
λp−2

∫ ∞

λ/2
µf (σ)dσdλ

=2ppA

∫ ∞

0
σp−1µf (σ)dσ + 2pA

∫ ∞

0
µf (σ)

∫ 2σ

0
λp−2dλdσ

=2ppA

∫ ∞

0
σp−1µf (σ)dσ +

2pA

p− 1

∫ ∞

0
µf (σ)(2σ)

p−1dσ

=

(
2ppA+

2ppA

p− 1

)∫ ∞

0
µf (σ)σ

p−1dσ

=
2pAp

p− 1

∫ ∞

0
pσp−1µf (σ)dσ =

2pAp

p− 1

∫
Rn

|f(x)|pdx.

• P. 165, l. 0↑: 以下の文章を追加: ‘定理 9.3 により p.126の定理 7.8 の (7.11)が示され
る.’
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